
分野③ 伝統・文化芸術・スポーツ・生涯学習

一人ひとりが
日常を離れた
活動を通じ、
自身と次世代
の笑顔溢れる
豊かな生活を
つくり、この
ことが新たな
つながりを生
んでいるまち

次の世代に継承した
い文化・文化財が認
識されている

地域の歴史や文化に
地域外から関心を寄
せる人が増える

スポーツ・運動に関
わる回数・時間が増
える

余暇活動が周りや知
り合いの役に立って
いると思える

④スポーツ・運動に触れ、参加する・
見る・支える場所・機会が広がる

③新たな知識に触れ、探索する機会が
得られる

自主的に学び、試し、
活動する機会が得ら
れる

⑤文化財が知られ、保存が進められて
いる

一人ひとりの
心身や暮らし
への充実感が
増す

参加や活動を
通じて仲間や
世代越えた繋
がりが増える

②文化芸術に触れ、活動する機会があ
る

①行事や文化活動で、新たな発見や刺
激が得られる機会がある

【参考】主観指標：
自身は地域で役割を果たす活動的な一員であると思う市民の割合

⑤他分野と横断的につながり、相互に
知る機会が得られる

Impact

どう変わる
初期

(すぐ～1・2年)

Outcome Activity/Output

何をするありたい姿
長期

（9年）
中期
(3～6年)

（9年） 行政 協働・共創

・「塩尻ってすごい」と誇りを持ち学ぶ

・『塩尻の文化価値・特徴』を子供たちや市民に
伝えていく
・伝統、文化芸術、スポーツなどへの接点を増や
し、学び、試し、活動する機会をつくる
・子供が参加しやすい文化スポーツイベントを行
う

・文化活動を市民起点で企画し周りを巻き込む
・文化活動に積極的に参加し、実体験をもつ

・「子供の短歌」を短歌フォーラムで行う
・伝統・文化芸術・スポーツなどへの接点を増や
し、学び、試し、活動する機会をつくる

・図書館が伝統、文化芸術、スポーツ、生涯学習の情報を
得られるプラットフォームとなる
・出張図書館が地域との接点として機能する
・図書館が「読む場所」から「体験する場所」へ変わる

・出張図書館などの際、司書がアンテナを高くし、
市民のニーズをあつめる
・伝統、文化芸術、スポーツなどに関する情報発
信を数値化するなど精度を高める
・図書館で、普段関心のない分野の伝統、文化芸
術、スポーツなどを簡易に体験できる催しを行う

・図書館閉館後の時間を市民活動の場とする
・インターネットを利用するなど、適切な情報探
索ができるよう工夫をする

・スポーツにより感動がうまれ活動動機につながる

・「する」スポーツ以外に、「見る」「支える」
スポーツ文化の醸成を行う
・既存施設の使用料金を下げ、市民が使いやすい
環境を整備する

・図書館閉館後の時間を市民活動の場とする
・インターネットを利用するなど、適切な情報探
索ができるよう工夫をする

・文化財はしっかりと守り、伝える努力を行う

・文化＆スポーツなど、分野を横断した取り組み行われる

・『音楽イベントのある博物館』『高ボッチで短
歌会』『平出博物館でのスポーツイベント』など、
掛け合わせることでワクワクを生む
・平出博物館・遺跡公園のフィールドを他の分野
にも有効活用できるようにする

ワークショップの内容・ロジックモデルの変更点の概要
・ありたい姿の表現について意見が出され、また横断的な観点から初期アウトカムへの意見が多く追加された。
・アクティビティについては、活用のしやすさが向上するよう行政への要望が多く挙げられた。また協働・共創の観点か
ら塩尻の文化に対し主体的に関わるための情報を得やすい環境も求められた。

・伝統、文化芸術、スポーツ、生涯学習それぞれを別個にとらえるのではなく、それぞれを掛け合わせることで新たな関
心が生まれる仕組みについて、多くの具体的なアイディアが持ち寄られた。

【資料１】

語源である非日
常の「気晴ら
し」をポジティ
ブに表現したい

※青字は意見などを受けた修正
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